
紹
介

鈴
木
徳
男
・
嘉
戸
一
将
　
編

『
明
治
国
家
の
精
神
史
的
研
究
〈
明
治
の
精
神
〉
を
め
ぐ
っ
て
』

鳥
　
井
　
正
　
晴
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本
著
は
、
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
主
催
の
共
同
研
究
「
明
治
の
精
神
研
究

会
」
の
発
表
成
果
の
結
実
で
あ
る
。
研
究
会
は
二
〇
〇
六
年
七
月
か
ら
二
〇
〇
八

年
三
月
ま
で
九
回
開
催
さ
れ
た
。
本
著
は
そ
の
う
ち
五
本
の
発
表
内
容
を
改
め
て

書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
目
次
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
揺
ら
ぐ
近
代
一
序
に
か
え
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
徳
男

　
「
明
治
の
精
神
」
　
1
そ
の
典
拠
と
、
漱
石
の
認
識
　
　
　
　
　
　
鳥
井
正
晴

　
　
一
　
『
こ
・
ろ
」
が
語
る
、
天
皇
崩
御
と
乃
木
殉
死

　
　
二
　
『
こ
・
ろ
」
が
語
る
、
「
明
治
の
精
神
」

　
　
三
　
　
次
世
代
の
反
応

　
　
四
明
治
国
家
の
「
官
費
留
学
生
」
1
政
府
の
君
に
託
し
た
る
は
（
鴎

　
　
　
外
）
、
官
命
を
帯
び
て
遠
く
海
を
渡
れ
る
主
意
（
漱
石
）

　
　
五
　
広
田
先
生
の
「
夢
」
の
話
　
一
　
近
代
の
大
な
る
代
償

「
忠
君
」
と
「
愛
国
」
　
1
　
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
「
明
治
の
精
神
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
戸
一
将

　
　
は
じ
め
に
　
－
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
忠
誠
の
問
題

　
　
一
　
問
題
の
所
在

　
　
　
（
一
）
「
忠
君
愛
国
」
と
は
何
か

　
　
　
（
二
）
西
洋
に
お
け
る
忠
君
と
愛
国

　
　
　
（
三
）
日
本
に
お
け
る
忠
君
と
愛
国
を
め
ぐ
っ
て

　
　
二
　
忠
誠
観
念
の
制
度
化
と
い
う
問
題

　
　
　
（
一
）
啓
蒙
思
想
家
と
「
忠
君
」

　
　
　
（
二
）
明
治
憲
法
制
定
と
「
愛
国
」

　
　
三
　
明
治
憲
法
体
制
と
紐
帯

　
　
　
（
一
）
明
治
憲
法
解
釈
に
お
け
る
紐
帯

　
　
　
（
二
）
国
民
道
徳
論
と
個
人
主
義
を
め
ぐ
っ
て

　
　
結
び
に
代
え
て

福
沢
諭
吉
に
お
け
る
兵
役
の
「
平
等
」
　
　
　
徴
兵
論
と
兵
役
の
が
れ
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
精
一

は
じ
め
に

一二三
四五

福
沢
諭
吉
の
徴
兵
論

福
沢
親
子
の
「
徴
兵
逃
れ
」

兵
役
税
の
提
案

兵
役
義
務
と
兵
役
税

兵
役
義
務
の
「
崇
高
性
」
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結
末
の
行
方

十九八七六五四三二

近
代
歌
学
の
出
発

　
　
は
じ
め
に

　
　
一

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
お
わ
り
に

あ
と
が
き

黎
明
期
明
治
戯
作
の
位
相

転
ぶ
戯
作
者

周
縁
の
状
況

解
き
放
た
れ
た
戯
作

貫
通
す
る
稗
官
魂

疲
弊
と
困
惑

法
網
、
頭
上
に
覆
ふ

略
言
ふ
結
末

江
戸
戯
作
の
復
権

戯
作
の
ゆ
く
へ

一
つ
の
夢
想

　
　
　
　
－
　
竹
柏
園
と
博
文
館

　
　
⊥
目
定
的
に
価
値
づ
け
ら
れ
た
明
治

明
治
一
〇
年
代

明
治
二
〇
年
代

日
本
歌
学
全
書

博
文
館

竹
柏
園
の
業
績

　
　
－
和
歌
研
究
の
現
在

山
本
和
明

鈴
木
徳
男

嘉
戸
一
将

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
各
論
考
は
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
八
○
枚
を
優
に
超
え
る
大
作
で
、
「
見
出
し
」

か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
ど
れ
も
が
広
汎
な
人
文
科
学
論
文
で
あ
る
。
熱
心
な
「
明

治
の
精
神
研
究
会
」
の
参
加
者
で
あ
っ
た
は
ず
の
私
（
？
）
に
し
て
も
、
各
論
文

を
正
鵠
に
紹
介
す
る
の
は
な
か
一
に
骨
が
折
れ
る
。
論
点
が
広
汎
ゆ
え
に
、
部

分
と
全
体
の
関
係
が
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
鳥
井
正
晴
の
、
〈
「
明
治
の
精
神
」
1
　
そ
の
典
拠
と
、
漱
石
の
認
識
〉
は
、
そ

も
一
研
究
会
の
名
称
で
も
あ
る
「
明
治
の
精
神
」
な
る
語
の
典
拠
を
、
漱
石
の

作
品
『
こ
・
ろ
』
よ
り
抽
出
し
、
確
認
す
る
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
る
。

　
次
が
、
そ
の
当
該
部
の
引
用
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
す
る
と
夏
の
暑
い
盛
り
に
明
治
天
皇
が
崩
御
に
な
り
ま
し
た
。
其
時
私
は

　
　
明
治
の
精
神
が
天
皇
に
始
ま
っ
て
天
皇
に
終
っ
た
や
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
　
最
も
強
く
明
治
の
影
響
を
受
け
た
私
ど
も
が
、
其
後
に
生
き
残
っ
て
み
る
の

　
　
は
必
土
見
時
勢
遅
れ
だ
と
い
ふ
感
じ
が
烈
し
く
私
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
下
　
先
生
と
遺
書
」
第
五
十
五
章
）

　
　
　
私
は
妻
に
向
っ
て
も
し
自
分
が
殉
死
す
る
な
ら
ば
、
明
治
の
精
神
に
殉
死

　
　
す
る
積
だ
と
答
へ
ま
し
た
。
（
中
略
）
御
大
葬
の
夜
私
は
何
時
も
の
通
り
書

　
　
斎
に
坐
っ
て
、
相
図
の
号
砲
を
聞
き
ま
し
た
。
私
に
は
そ
れ
が
明
治
が
永
久

　
　
に
去
っ
た
報
知
の
如
く
聞
こ
え
ま
し
た
。
後
で
考
へ
る
と
、
そ
れ
が
乃
木
大

　
　
将
の
永
久
に
去
っ
た
報
知
に
も
な
っ
て
み
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
下
　
先
生
と
遺
書
」
第
五
十
六
章
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
り
な

　
明
治
四
五
年
七
月
三
〇
日
、
天
皇
が
崩
御
す
る
。
詮
は
、
「
明
治
天
皇
」
と
追

号
さ
れ
る
。
同
三
〇
日
よ
り
、
「
大
正
」
と
改
元
さ
れ
る
。
御
大
葬
は
、
一
ヶ
月

後
の
九
月
＝
二
日
に
挙
行
さ
れ
た
。
午
後
八
時
、
第
一
の
号
砲
を
合
図
に
、
御
霊

輻
（
天
皇
の
枢
を
乗
せ
た
車
）
が
皇
居
の
二
重
橋
前
を
出
発
、
青
山
の
大
葬
場
へ

と
行
進
を
開
始
す
る
。
そ
の
号
砲
を
合
図
に
乃
木
希
典
が
殉
死
し
た
。

　
そ
し
て
鳥
井
論
文
は
、
漱
石
が
語
る
「
明
治
の
精
神
」
に
、
次
の
前
提
を
云

、
つ
。

　
　
　
作
品
『
こ
・
ろ
』
は
、
先
生
の
「
明
治
の
精
神
」
へ
の
殉
死
を
も
っ
て
終
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、
息
す
る
。
し
か
し
先
生
は
、
あ
く
ま
で
「
明
治
の
精
神
」
に
殉
じ
た
の
で
あ

　
　
っ
て
、
「
明
治
天
皇
」
に
殉
じ
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
、
乃
木
希

　
　
典
と
の
決
定
的
な
距
離
が
あ
る
。
「
明
治
天
皇
」
を
「
明
治
の
精
神
」
と
言

　
　
い
換
え
た
と
こ
ろ
に
、
漱
石
の
、
作
家
と
し
て
の
「
批
判
」
と
「
立
場
」
が

　
　
明
ら
か
に
あ
る
。

　
「
明
治
の
精
神
」
に
関
す
る
、
た
と
え
ば
次
の
諸
説
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
　
　
明
治
の
精
神
に
殉
死
す
る
こ
と
は
、
一
面
に
お
い
て
自
身
を
か
く
在
ら
し

　
　
め
た
時
代
と
刺
違
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
智
治
雄
）

　
　
　
時
代
へ
の
文
明
批
評
的
反
発
と
、
そ
の
時
代
を
統
べ
た
天
子
と
そ
れ
と
共

　
　
に
生
き
た
時
代
へ
の
絶
ち
切
り
が
た
い
共
犯
者
意
識
と
も
い
う
べ
き
郷
愁
と

　
　
が
矛
盾
し
た
ま
ま
癒
着
し
て
い
る
の
が
、
「
先
生
」
の
対
時
代
意
識
で
あ
ろ

　
　
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
竹
盛
天
雄
）

　
　
　
「
記
憶
し
て
下
さ
い
。
私
は
こ
ん
な
風
に
し
て
生
き
て
来
た
の
で
す
」

　
　
　
い
わ
ば
「
先
生
」
は
明
治
と
い
う
巨
大
で
も
あ
り
卑
小
で
も
あ
っ
た
筈
の

　
　
ひ
と
つ
の
船
の
、
（
中
略
）
無
用
者
で
は
あ
る
が
異
邦
人
で
は
な
い
、
そ
う

　
　
し
た
乗
船
員
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
　
（
大
江
健
三
郎
）

　
就
い
て
は
鳥
井
論
文
は
、
「
明
治
の
精
神
」
の
基
底
・
基
調
を
、
次
の
よ
う
に

再
度
確
認
、
強
調
す
る
。

　
　
　
明
治
と
い
う
「
船
」
（
時
代
）
の
乗
船
員
で
、
漱
石
は
あ
っ
た
。
「
明
治
」

　
　
は
、
漱
石
自
身
に
と
っ
て
、
「
自
身
を
か
く
在
ら
し
め
た
」
掛
け
替
え
の
な

　
　
い
時
代
で
あ
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
を
を
無
視
し
て
、
引
用
す
る
。

　
　
　
次
世
代
（
大
正
）
の
青
年
と
違
い
、
明
治
期
の
鴎
外
・
漱
石
に
は
「
国

　
　
家
」
意
識
が
明
確
に
あ
る
。
「
明
治
」
と
い
う
時
代
は
、
鴎
外
・
漱
石
に
あ

　
　
っ
て
は
、
文
字
通
り
「
青
春
」
の
情
念
を
か
け
自
分
た
ち
が
命
が
け
で
築
い

　
　
て
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
右
記
に
、
論
考
前
半
の
骨
子
が
あ
る
。
後
半
、
乃
木
殉
死
に
対
す
る
「
次
世
代

（
大
正
期
）
青
年
の
反
応
」
、
「
明
治
の
精
神
」
の
も
う
一
つ
の
基
底
で
あ
る
「
漢

文
脈
」
の
こ
と
、
更
に
「
近
代
」
の
大
な
る
代
償
を
語
る
「
広
田
先
生
の
夢
の

話
」
（
『
一
二
四
郎
』
）
へ
と
言
及
が
進
む
が
、
割
愛
す
る
。
研
究
会
の
名
称
が
「
明

治
の
精
神
」
故
、
論
考
の
前
半
の
み
を
、
そ
の
中
で
も
「
明
治
の
精
神
」
云
々
の

処
を
紹
介
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
嘉
戸
一
将
の
、
〈
「
忠
君
」
と
「
愛
国
」
1
　
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
「
明
治

の
精
神
」
〉
は
、
法
制
史
か
ら
の
「
明
治
の
精
神
」
の
検
証
で
あ
る
。

　
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
、
「
忠
誠
観
念
」
の
大
命
題
が
立
て
ら
れ
る
。

　
　
　
明
治
憲
法
体
制
が
西
洋
近
代
法
に
依
拠
し
つ
つ
新
た
に
創
設
さ
れ
た
制
度

　
　
・
国
家
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
制
度
設
計
者
た
ち
に
と
つ

　
　
て
、
遵
法
観
念
や
忠
誠
観
念
を
如
何
に
し
て
創
出
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、

　
　
こ
の
制
度
・
国
家
の
存
立
に
関
わ
る
死
活
問
題
だ
っ
た
。

　
ま
ず
、
明
治
憲
法
の
起
草
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
井
上
毅
の
「
忠
君
愛
国
」
観

を
挙
げ
、
そ
の
矛
盾
を
云
う
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
る
。

　
　
　
そ
も
そ
も
国
民
と
い
う
近
代
的
な
制
度
的
存
在
者
の
道
徳
を
受
容
す
る
の

　
　
に
、
身
分
制
秩
序
の
道
徳
を
賦
活
し
つ
つ
、
天
皇
へ
の
「
帰
一
」
を
説
く
と

　
　
い
う
こ
と
に
概
念
上
の
矛
盾
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
「
愛
国
」
と

　
　
「
忠
君
」
と
は
親
和
的
な
観
念
で
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
、
も
し
仮
に
親
和

　
　
的
だ
と
す
る
と
、
天
皇
と
は
国
家
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は

　
　
な
い
か
。
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近
代
的
な
「
忠
誠
観
念
の
様
態
は
、
主
君
へ
の
忠
誠
心
で
は
な
く
、
領
域
的
な
も

の
へ
の
愛
と
し
て
把
握
さ
れ
る
」
は
ず
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
明
治
憲
法
体

制
に
お
い
て
は
「
忠
君
」
と
「
愛
国
」
が
接
合
さ
れ
反
整
合
性
を
、
嘉
戸
論
文
は

指
摘
す
る
。

　
　
　
明
治
憲
法
体
制
に
お
い
て
新
た
に
創
出
さ
れ
た
「
忠
君
愛
国
」
と
い
う
忠

　
　
誠
観
念
は
、
相
反
す
る
二
類
型
の
忠
誠
観
念
を
接
合
し
た
も
の
で
あ
り
、

　
　
（
中
略
）
こ
れ
は
要
す
る
に
、
主
体
の
制
度
化
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
言
え
ば
、
主

　
　
体
と
し
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
保
証
す
る
の
は
、
天
皇
か
、
そ
れ
と
も
抽
象
的

　
　
な
人
格
と
し
て
の
国
家
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
平
行
し
て
、
「
忠
誠
観
念
の
制
度
化
」
（
憲
法
制
定
）
に
対
し
て
の
、
啓
蒙
思
想

家
た
ち
の
各
概
念
が
、
列
挙
さ
れ
る
。
西
盛
、
津
田
真
道
、
福
澤
諭
吉
、
伊
藤
博

文
、
森
有
礼
と
、
明
治
を
飾
っ
た
西
洋
的
・
近
代
的
「
知
性
」
の
議
論
の
そ
の
具

体
が
、
紹
介
さ
れ
逐
一
検
証
さ
れ
て
い
く
。
前
提
と
し
て
、
議
論
そ
の
も
の
の
長

い
引
用
が
効
果
的
で
あ
る
。

　
各
検
証
に
は
と
て
も
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
例
え
ば
伊
藤
博
文
に
対
し
、

　
　
　
伊
藤
の
開
会
の
辞
に
お
け
る
「
君
権
ヲ
尊
重
シ
テ
成
ル
ヘ
ク
之
ヲ
束
縛
セ

　
　
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
勉
メ
タ
リ
」
と
い
う
言
葉
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
君
主
権
力
を

　
　
制
限
し
国
民
の
権
利
を
保
障
す
る
と
い
う
立
憲
主
義
の
理
念
に
反
す
る
、
絶

　
　
対
主
義
的
な
も
の
を
想
起
さ
せ
る
。

に
、
代
表
さ
れ
る
如
く
、
「
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
絶
対
主
義
的
な
も
の
は
、

西
洋
に
お
け
る
絶
対
主
義
と
は
異
な
る
と
い
う
こ
と
」
を
、
明
証
す
る
。

　
斯
く
し
て
、
次
の
論
点
が
導
き
出
さ
れ
る
。

　
　
　
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
忠
誠
観
念
は
、
天
皇
が
国
家
そ
の
も
の
と
観
念

　
　
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
点
で
は
絶
対
主
義
的
で
あ
る
が
、
他
方
、
そ
れ
が

　
　
絶
対
主
義
に
お
け
る
平
準
化
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
公
的
領
域
へ
の
愛
や
忠
誠

　
　
観
念
と
は
言
え
な
い
点
で
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
右
記
の
「
問
題
が
意
味
す
る
こ
と
を
分
節
化
す
る
た
め
に
、
明
治
憲

法
解
釈
に
お
け
る
絶
対
主
義
的
な
も
の
を
め
ぐ
る
論
争
の
な
か
の
精
神
的
紐
帯
の

問
題
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
以
下
論
じ
ら
れ
る
。

　
天
皇
主
権
説
論
者
・
穂
積
八
束
と
、
穂
積
の
明
治
憲
法
解
釈
を
絶
対
主
義
と
批

判
し
た
・
有
賀
長
雄
の
論
争
が
検
証
さ
れ
、
「
そ
こ
に
賭
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

個
と
し
て
の
国
民
の
規
範
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
国
民
を
一
体
の
も
の

と
観
念
す
る
た
め
の
定
礎
の
創
出
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
「
愛
国
観
念
を
非
キ
リ
ス

ト
教
的
に
酒
養
す
る
た
め
に
、
皇
室
を
「
宗
家
」
と
す
る
虚
構
1
1
擬
制
が
要
請
さ

れ
た
の
で
あ
る
」
と
、
客
体
化
す
る
。
天
皇
機
関
説
の
美
濃
部
達
吉
に
つ
い
て

も
、
「
天
皇
が
機
関
で
あ
っ
て
こ
そ
国
民
の
精
神
的
紐
帯
と
し
て
機
能
し
う
る
と

い
う
の
が
美
濃
部
の
立
場
」
で
あ
る
と
、
明
瞭
化
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
道
徳
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
忠
誠
観
念
へ
の
、

そ
の
最
大
の
奉
仕
者
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
「
教
育
勅
語
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
な

さ
れ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
あ
っ
た
、
井
上
哲
治
郎
の
教
育
勅
語
の
註
釈
書

『
勅
語
街
義
』
が
吟
味
さ
れ
、

　
　
　
要
す
る
に
、
教
育
勅
語
と
そ
の
註
釈
は
、
身
分
制
秩
序
の
道
徳
的
紐
帯
を

　
　
賦
活
し
、
愛
国
観
念
の
受
容
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
そ
れ
ら
相
容

　
　
れ
な
い
忠
誠
観
念
を
接
合
す
べ
く
、
一
方
で
は
道
徳
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て

　
　
の
天
皇
の
形
象
を
創
出
し
、
他
方
で
は
国
民
の
そ
の
形
象
と
の
△
旦
・
一
体

　
　
化
と
い
う
個
の
否
定
の
論
理
を
確
立
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
め
に
、

　
　
　
個
を
国
民
と
し
て
制
度
化
し
組
織
化
す
る
は
ず
の
明
治
憲
法
体
制
が
、
個
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や
私
的
な
も
の
を
国
家
そ
の
も
の
と
化
し
た
天
皇
の
公
的
意
思
な
る
も
の
に

　
　
回
収
す
る
と
い
う
全
体
主
義
的
な
組
織
化
・
総
動
員
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

　
　
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
果
し
て
最
後
に
、
「
個
の
制
度
化
」
の
命
題
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
。

　
　
　
重
要
な
の
は
反
逆
可
能
性
か
ら
忠
誠
観
念
を
問
う
こ
と
で
は
な
く
、
忠
誠

　
　
観
念
と
い
う
精
神
的
紐
帯
の
問
題
を
個
が
個
で
あ
る
た
め
の
条
件
と
い
う
逆

　
　
説
に
お
い
て
問
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
明
治
憲
法
体
制
の
根
幹
に
、

　
　
　
そ
れ
は
明
治
憲
法
体
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
自
体
に
個
の
融
解
、
全
能
者
と

　
　
の
一
体
化
と
い
う
脱
制
度
的
要
素
が
孕
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

と
、
明
治
憲
法
体
制
の
内
的
必
然
性
そ
の
も
の
が
照
射
さ
れ
る
。

　
や
っ
と
、
表
題
の
「
忠
君
」
と
「
愛
国
」
に
戻
っ
て
、

　
　
　
「
忠
君
愛
国
」
論
が
個
を
個
と
し
て
制
度
化
し
え
な
い
た
め
に
国
民
道
徳

　
　
ど
こ
ろ
か
、
脱
制
度
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
帰
結
さ
れ
る
。

　
然
し
て
、
乃
木
希
典
の
殉
死
に
対
し
て
も
、

　
　
　
乃
木
に
と
っ
て
国
家
と
は
明
治
天
皇
と
同
一
視
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
（
中

　
　
略
）
正
確
に
言
え
ば
、
道
徳
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
の
天
皇
の
形
象
を
通

　
　
じ
て
一
体
化
す
る
国
家
と
い
う
演
出
を
意
味
す
る
「
忠
君
愛
国
」
論
に
お
け

　
　
る
よ
う
な
忠
誠
観
念
と
は
異
な
り
、
乃
木
の
忠
誠
観
念
は
公
的
な
も
の
の
演

　
　
出
や
擬
制
的
な
も
の
を
一
切
必
要
と
し
な
い
私
的
な
「
忠
」
に
す
ぎ
な
い
。

と
、
付
言
さ
れ
る
。

　
「
個
が
個
で
あ
る
た
め
の
条
件
」
・
近
代
的
自
我
と
し
て
の
そ
の
「
個
と
し
て
の

制
度
化
」
を
基
底
と
し
て
の
嘉
戸
の
立
論
・
切
り
込
み
は
、
正
鵠
に
論
理
的
で
あ

り
有
無
を
云
わ
さ
ぬ
納
得
性
が
あ
る
。
読
み
手
は
、
嘉
戸
論
文
の
論
理
の
明
晰
さ

に
圧
倒
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
憲
法
発
布
（
明
治
二
十
二
年
）
よ
り
百
二
十
年
の
、
現
時
点
（
既
に
近
代

市
民
社
会
を
獲
得
し
て
い
る
）
よ
り
傭
益
す
れ
ば
、
確
か
に
論
考
の
逐
一
の
批
判

の
如
く
で
あ
ろ
う
が
、
素
人
目
の
私
に
は
、
そ
の
批
判
が
や
や
厳
し
す
ぎ
る
と
も

感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
私
の
そ
の
「
感
じ
」
は
、
た
ぶ
ん
私
の
「
学
問
」
へ
の
甘

さ
で
こ
そ
あ
れ
、
嘉
戸
論
文
の
「
学
問
」
へ
の
厳
し
さ
を
、
些
か
も
軽
減
さ
せ
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
長
谷
川
精
一
の
、
〈
福
沢
諭
吉
に
お
け
る
兵
役
の
「
平
等
」
1
徴
兵
論
と
兵
役

の
が
れ
の
間
〉
は
、
次
の
問
い
へ
の
確
認
作
業
と
問
題
提
起
で
あ
る
。

　
　
　
自
己
の
言
論
を
も
っ
て
世
に
立
つ
者
は
、
自
ら
の
思
想
と
行
動
と
の
関
係

　
　
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答

　
　
を
模
索
す
る
際
に
、
近
代
日
本
の
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
そ
の

　
　
名
を
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
人
物
、
福
沢
諭
吉
が
徴
兵
制
に
関
し
て
示
し

　
　
た
議
論
と
実
践
は
、
格
好
の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　
明
治
六
年
、
徴
兵
令
が
施
行
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
数
度
に
わ
た
る
改
正
を
経

て
、
明
治
＝
早
年
の
改
正
は
、
そ
れ
ま
で
与
え
ら
れ
て
い
た
多
く
の
特
典
が
廃
止

さ
れ
、
「
徴
兵
に
関
す
る
不
平
等
を
是
正
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
　
　
福
沢
は
、
『
全
国
徴
兵
論
』
（
明
治
一
七
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
改
正
は
微

　
　
集
の
区
域
を
広
く
し
て
平
等
連
帯
の
主
義
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
「
新
令

　
　
の
布
告
を
見
て
政
府
の
美
挙
な
り
と
賛
成
せ
ざ
る
を
得
」
な
い
、
と
す
る
。

福
沢
は
、
民
間
に
習
慣
と
な
っ
て
い
た
「
徴
兵
の
が
れ
し
を
憤
怒
し
、
「
日
本
国

に
生
ま
れ
た
男
子
」
は
、
「
い
や
し
く
も
そ
の
子
弟
が
徴
兵
年
齢
」
に
あ
た
る
場
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合
、
「
普
通
の
貧
賎
の
子
と
と
も
に
現
役
兵
と
な
る
義
務
に
服
さ
せ
る
こ
と
が
、

我
輩
の
願
っ
て
や
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
、
右
『
全
国
徴
兵
論
』
に
、
高
ら

か
に
宣
言
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
男
・
捨
次
郎
の
徴
兵
に
関
し
、
福
沢
は
色
々
な
「
徴
兵
の
が

れ
」
の
、
具
体
的
な
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
　
策
を
変
更
し
て
、
捨
次
郎
が
歯
が
悪
い
こ
と
に
よ
り
身
体
検
査
で
不
合
格

　
　
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
一
年
志
願
兵
に
志
願
さ
せ
、
捨
次
郎
は
首
尾
良
く

　
　
不
合
格
と
な
っ
て
、
見
事
に
徴
兵
の
が
れ
に
成
功
す
る
。
福
沢
の
こ
の
言
論

　
　
と
行
動
と
の
矛
盾
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
徴
兵
を
め
ぐ
る
福
沢
の
言
説
と

　
　
実
際
の
行
動
と
を
追
う
こ
と
に
よ
り
何
が
見
え
て
く
る
の
か
。
そ
れ
を
探
る

　
　
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
福
沢
の
徴
兵
に
関
す
る
見
解
を
ま
と
め
た
福
沢
の
書
・
『
全
国
徴
兵
論
』

の
紹
介
か
ら
始
ま
る
。
書
中
、
福
沢
は
提
案
す
る
。

　
　
　
い
や
し
く
も
「
白
痴
癒
癩
又
は
廃
疾
不
具
に
し
て
尋
常
一
個
人
の
業
を
執

　
　
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
」
以
外
は
、
兵
役
に
つ
く
か
、
ま
た
は
、
兵
役
税
を

　
　
納
め
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

「
兵
役
税
」
の
提
案
は
福
沢
独
自
の
見
解
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
解
釈
が
な
さ
れ
る
。

　
一
方
、
福
沢
父
子
の
「
徴
兵
逃
れ
」
へ
の
、
福
沢
の
策
・
加
担
の
具
体
が
、
紹

介
さ
れ
る
。

　
　
　
福
沢
は
彼
の
甥
で
あ
り
山
陽
電
道
社
長
で
あ
っ
た
中
上
川
彦
次
郎
に
宛
て

　
　
た
書
翰
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
徴
兵
令
改
正
に
よ
り
、
捨
次
郎
の

　
　
身
に
思
案
が
必
要
と
な
っ
た
。
旧
幕
に
よ
れ
ば
後
備
役
に
入
る
は
ず
で
あ
っ

　
　
て
安
心
し
て
い
た
が
、
新
令
で
は
そ
う
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
油
断

　
　
す
べ
き
で
は
な
い
。
（
中
略
）
兵
庫
県
に
頼
み
、
県
の
土
木
課
ま
た
は
通
弁

　
　
翻
訳
な
ど
に
入
り
、
そ
の
後
そ
の
ま
ま
山
陽
電
道
へ
出
向
さ
せ
る
な
ど
の
手

　
　
続
き
を
致
し
た
く
、
右
の
次
第
を
お
含
み
い
た
だ
き
、
下
話
を
よ
ろ
し
く
お

　
　
願
い
し
た
い
。

捨
次
郎
の
山
陽
電
鉄
入
社
の
こ
と
を
考
え
、
福
沢
は
山
陽
電
鉄
の
株
を
一
〇
万
株

購
入
の
段
取
り
も
し
て
い
た
と
云
う
。

　
し
か
し
、
明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
二
日
改
正
の
「
新
令
」
で
は
、
「
仮
に
小

吏
た
る
の
策
」
で
は
徴
兵
猶
予
と
な
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
福
沢
は
、
次
の
策

を
取
っ
た
と
云
う
。

　
　
　
次
の
作
戦
と
し
て
、
徴
兵
検
査
規
則
第
四
条
の
「
唇
又
は
歯
牙
の
疾
病
欠

　
　
損
に
し
て
咀
哺
に
妨
げ
あ
る
も
の
」
は
兵
役
に
耐
え
ら
れ
な
い
者
と
す
る
と

　
　
い
う
規
定
に
目
を
つ
け
、
歯
の
悪
い
捨
次
郎
に
あ
え
て
徴
兵
検
査
を
受
け
さ

　
　
せ
、
不
合
格
と
な
る
こ
と
を
ね
ら
う
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

福
沢
の
作
戦
は
ま
ん
ま
と
成
功
し
、
「
終
身
免
役
」
と
な
っ
た
。
首
尾
よ
く
徴
兵

を
逃
れ
た
捨
次
郎
は
、
山
陽
鉄
道
会
社
に
入
社
し
た
と
云
う
。

　
続
い
て
、
こ
の
徴
兵
を
め
ぐ
る
福
沢
の
言
論
と
行
動
の
矛
盾
に
、
独
自
の
解
釈

（
擁
護
）
を
示
し
た
山
口
輝
臣
の
「
愛
息
の
徴
兵
に
立
ち
向
か
う
福
沢
諭
吉
」
を

紹
介
す
る
も
、
長
谷
川
論
文
は
山
口
の
「
読
み
直
し
」
の
非
妥
当
性
を
、
「
兵
役

税
」
導
入
の
視
座
か
ら
も
徹
底
的
に
糾
弾
す
る
。

　
　
　
兵
役
税
の
導
入
は
「
「
不
公
平
」
と
い
う
意
識
の
発
生
を
最
小
限
に
抑
え
」

　
　
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
「
兵
役
に
ま
つ
わ
る
上
流
－
下
流
の
再
生
産
を
押

　
　
し
」
進
め
る
も
の
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
し
か
し
、
た
と
え
こ
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
た
と
し
て
も
、
福
沢
は
全
く
意

　
　
に
介
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
凡
そ
人
間
世
界
に
銭
を
以
て
売
買
す
可
ら
ざ
る

　
　
も
の
は
殆
ん
ど
稀
な
り
」
と
語
る
福
沢
に
と
っ
て
、
世
の
中
に
経
済
力
の
差
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に
よ
る
「
上
流
」
と
「
下
流
」
の
区
別
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
「
上
流
」

　
　
の
子
弟
が
、
現
役
兵
と
な
り
兵
役
義
務
を
果
た
す
代
わ
り
に
、
兵
役
税
を
払

　
　
う
こ
と
は
何
ら
問
題
が
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
。

　
そ
し
て
、
「
福
沢
の
提
案
以
降
も
、
兵
役
税
に
関
し
て
は
繰
り
返
し
議
論
が
な

さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
導
入
は
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
歴

史
的
事
実
の
帰
納
か
ら
、
よ
り
原
理
的
な
命
題
が
抽
出
さ
れ
る
。
兵
役
義
務
に
お

け
る
「
崇
高
性
」
の
概
念
で
あ
る
。

　
　
　
兵
役
税
に
関
す
る
陸
軍
の
見
方
は
山
梨
半
造
陸
軍
次
官
の
次
よ
う
な
発
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

　
　
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た
。
兵
役
義
務
に
対
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
物
資
的

　
　
を
以
て
報
酬
し
得
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
本
義
と
し
た
い
、
（
中
略
）

　
　
　
兵
役
と
徴
税
と
に
よ
っ
て
こ
の
義
務
の
負
担
に
応
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た

　
　
ら
、
兵
役
に
対
す
る
こ
の
「
崇
高
の
観
念
」
は
つ
い
に
根
底
か
ら
覆
さ
れ
て

　
　
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
も
つ
の
で
あ
る
、
（
後
略
）

結
語
と
し
て
、
「
兵
役
か
納
税
か
の
選
択
と
い
う
兵
役
税
に
関
す
る
福
沢
の
提
案

は
、
こ
の
点
に
対
す
る
顧
慮
を
欠
い
て
い
た
。
」
と
、
長
谷
川
論
文
は
厳
し
く
糾

弾
す
る
。

　
果
し
て
、
「
福
沢
と
い
ふ
一
個
の
人
間
が
日
本
思
想
史
に
出
現
し
た
こ
と
の
意

味
」
と
は
丸
山
真
男
の
大
言
で
あ
る
が
、
「
独
立
自
尊
」
の
四
文
字
が
福
沢
の
代

名
詞
の
よ
う
に
人
口
に
謄
表
し
て
あ
る
明
治
の
大
啓
蒙
思
想
家
・
そ
の
福
沢
諭
吉

の
、
言
説
と
行
動
の
矛
盾
・
不
一
致
が
、
豊
富
な
資
料
の
下
に
照
射
さ
れ
て
い

る
。　

そ
の
「
矛
盾
を
孕
む
」
福
沢
を
、
も
う
一
度
大
啓
蒙
思
想
家
・
福
沢
に
返
し
、

そ
れ
で
は
「
福
沢
の
何
た
る
か
」
を
問
う
前
で
、
欄
筆
さ
れ
て
い
る
の
は
惜
し
ま

れ
る
。
な
お
、
長
谷
川
精
一
氏
の
本
来
の
専
門
分
野
は
、
明
治
の
教
育
者
・
森
有

礼
研
究
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
山
本
和
明
の
、
〈
結
末
の
行
方
－
　
黎
明
期
明
治
戯
作
の
位
相
〉
は
、
「
近
世
戯

作
と
黎
明
期
明
治
戯
作
と
の
断
絶
や
相
違
」
が
云
わ
れ
て
い
る
近
代
文
学
史
の
通

説
に
、
書
き
換
え
を
要
求
す
る
文
学
史
の
鳥
鰍
で
あ
る
。

　
　
　
は
た
し
て
魯
文
は
、
い
わ
ゆ
る
「
転
向
」
し
た
戯
作
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

　
　
か
。
（
中
略
）
荒
唐
無
稽
で
空
想
的
な
世
界
を
描
い
た
何
で
も
あ
り
の
幕
末

　
　
期
合
巻
か
ら
、
「
実
」
の
世
界
を
描
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
明
治
期
合
巻
へ

　
　
の
「
転
向
」
と
い
う
見
取
り
図
が
示
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、
明
治
黎

　
　
明
期
の
戯
作
に
な
さ
れ
て
き
た
発
言
を
傭
呈
す
る
と
き
、
（
中
略
）
ま
こ
と

　
　
に
厳
し
い
意
見
ば
か
り
で
あ
る
。
「
戯
作
が
実
に
つ
く
と
い
う
こ
と
は
戯
作

　
　
の
堕
落
で
あ
り
退
廃
」
と
し
た
前
田
愛
や
、
「
近
世
の
戯
作
の
堕
落
し
た
形
」

　
　
と
す
る
平
岡
敏
夫
の
発
言
な
ど
が
ま
さ
に
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
（
中
略
）

　
　
　
そ
も
そ
も
い
う
と
こ
ろ
の
「
実
」
と
は
何
だ
ろ
う
。
な
ぜ
「
転
向
」
と
さ

　
　
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
で
、
明
治

　
　
期
戯
作
の
一
端
を
考
え
、
と
も
か
く
見
取
り
図
を
引
い
て
み
よ
う
と
い
う
の

　
　
が
本
稿
の
目
論
見
で
あ
る
。

　
こ
と
の
順
番
と
し
て
、
「
三
条
の
教
憲
」
に
触
発
さ
れ
て
、
教
部
省
へ
差
し
出

さ
れ
た
仮
名
垣
魯
文
の
「
著
作
道
書
キ
上
ゲ
」
（
明
治
五
年
）
か
ら
始
め
ら
れ
る
。

　
　
　
「
著
作
道
書
キ
上
ゲ
」
の
文
面
に
あ
っ
た
の
は
、
明
治
の
御
世
と
な
っ
て

　
　
↓
転
し
て
「
不
識
者
の
迷
ひ
」
を
も
た
ら
す
よ
う
な
記
述
は
し
な
い
と
い
う

　
　
宣
言
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
「
戯
作
が
実
に
つ
く
」
と
は
、
あ
る
種
の
「
制

　
　
限
」
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
　
　
「
戯
作
が
実
に
つ
く
」
、
す
な
わ
ち
そ
う
し
た
趣
向
の
あ
り
か
た
を
、
「
戯
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作
の
堕
落
で
あ
り
退
廃
」
と
、
優
劣
の
み
を
語
っ
て
も
何
も
生
ま
れ
て
は
こ

　
　
な
い
。
世
間
の
影
響
を
う
け
な
が
ら
、
変
容
し
て
ゆ
く
の
が
戯
作
で
あ
り
、

　
　
そ
の
時
々
に
い
か
に
工
夫
し
て
い
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、
後
世
か
ら
の
ジ

　
　
ャ
ッ
ジ
と
し
て
は
あ
ま
り
に
辛
す
ぎ
よ
う
。
そ
も
そ
も
戯
作
は
、
時
代
に
即

　
　
し
て
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
に
対
応
す
る
柔
軟
性
を
兼
ね
備
え
て
き
た
。
「
著
作
道

　
　
書
キ
上
ゲ
」
の
内
容
に
、
信
念
を
曲
げ
、
正
し
き
道
筋
・
路
線
に
転
じ
向
か

　
　
う
の
だ
と
い
う
「
転
向
」
を
読
み
と
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
状
況
の
一
変

　
　
化
、
趣
向
の
変
転
を
示
し
た
も
の
と
読
み
取
っ
て
み
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
論
旨
は
更
に
、
次
の
よ
う
に
進
む
。

　
　
　
「
実
」
へ
の
転
回
を
、
よ
り
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　
　
多
く
の
先
学
が
「
著
作
道
書
キ
上
ゲ
」
の
表
明
に
「
戯
作
の
堕
落
」
を
み

　
　
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
歴
史
を
歴
史
そ
の
ま
ま
を
語
る
こ
と
に
よ
り
、

　
　
戯
作
者
た
ち
は
解
き
放
た
れ
た
の
だ
、
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
中
略
）
魯
文
『
松
飾
年
若
謹
』
全
六
編
な
ど
は
、
（
中
略
）
そ
の
内
容

　
　
と
い
え
ば
、
徳
川
家
祖
累
代
記
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
公
刊
さ
れ
た
ら
処

　
　
罰
さ
れ
る
よ
う
な
、
描
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
世
界
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
徳
川
氏
の
こ
と
を
書
い
て
は
な
ら
な
い
と
規
制
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
書

　
　
い
て
宜
し
い
時
代
へ
と
い
う
変
化
は
実
に
大
き
い
。
正
々
堂
々
と
「
実
」
の

　
　
世
界
を
そ
の
ま
ま
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
出
来
な
か
っ

　
　
た
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
た
喜
び
が
あ
る
と
考
え
て
み
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。

　
積
極
的
評
価
と
し
て
、
更
に
「
学
問
」
と
「
戯
作
」
の
そ
の
枠
組
の
崩
壊
、

「
学
者
」
と
「
戯
作
者
」
と
い
う
線
引
き
も
、
一
旦
解
放
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
山
本

論
文
は
推
測
す
る
。

　
さ
て
、
戯
作
の
戯
作
で
あ
る
所
以
、
魯
文
の
「
貫
通
す
る
稗
官
魂
」
に
焦
点
が

あ
て
ら
れ
、
魯
文
自
身
の
戯
作
史
研
究
「
○
稗
史
年
代
記
」
の
言
説
が
紹
介
さ
れ

る
。　

　
　
「
稗
官
魂
ひ
百
ま
で
去
ら
ず
」
と
い
う
発
言
か
ら
は
、
悪
戦
苦
闘
の
な
か

　
　
で
「
現
実
を
再
現
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し
」
な
が
ら
も
、
戯
作
者
と
し

　
　
て
一
貫
し
た
立
場
を
保
ち
続
け
て
き
た
魯
文
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

　
　
き
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
少
な
く
と
も
魯
文
に
と
っ
て
「
転
向
」
な
ど
あ
り
得

　
　
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
時
代
（
趣
向
）
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
得
た
、
魯
文
た
ち
戯
作
者
の

「
力
技
」
が
評
価
さ
れ
る
。

　
続
い
て
、
時
代
の
「
法
令
」
（
議
長
律
、
改
正
新
聞
紙
条
例
な
ど
）
と
、
戯
作

掲
載
の
「
メ
デ
ィ
ア
」
（
今
日
新
聞
、
い
ろ
は
新
聞
、
仮
名
読
新
聞
な
ど
）
の
具

体
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
「
法
網
、
頭
上
に
覆
ふ
」
さ
ま
が
逐
一
報
告
さ
れ
る
。

　
　
　
新
條
例
の
頒
布
以
来
、
「
法
網
頭
上
に
覆
ふ
」
こ
と
は
、
そ
の
条
文
か
ら

　
　
伺
い
知
れ
な
い
ほ
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
魯
文
の

　
　
発
言
が
領
導
か
ら
一
年
を
経
て
い
る
点
、
す
な
わ
ち
、
施
行
さ
れ
て
直
ぐ
の

　
　
反
応
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
法
の
施
行
と
受
け
と
る
側
の
意
識
と
の
間

　
　
に
、
タ
イ
ム
・
ラ
グ
の
生
じ
て
い
る
こ
と
を
い
み
じ
く
も
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
法
は
、
処
罰
を
と
も
な
う
な
か
で
、
徐
々
に
浸
透
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

山
本
論
文
の
凄
み
・
真
骨
頂
は
、
何
よ
り
も
現
物
の
資
料
に
直
接
当
た
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
へ
の
度
重
な
る
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
各
「
小
新
聞
」
の
閲
覧
で
あ
る
が
、
氏
の
閲
覧
回
数
の
余
り

頻
度
な
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
微
妙
な
コ
年
と
い
う
タ
イ
ム
・
ラ
グ
」
を
云
い

得
る
の
は
、
当
時
の
多
く
の
「
小
新
聞
」
に
当
た
っ
て
の
確
か
な
実
況
で
あ
る
。

　
更
に
、
「
小
新
聞
」
紙
上
の
、
確
か
な
実
況
が
紹
介
さ
れ
る
。
戯
作
の
「
彷
復
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ふ
結
末
」
で
あ
る
。

　
　
　
新
聞
は
結
末
を
語
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
コ
ト
ガ
ラ
と
し
て
そ
の
ま
ま
放
り

　
　
投
げ
る
ば
か
り
。
い
ろ
は
新
聞
で
は
、
二
月
五
日
掲
載
の
第
一
一
回
が
、
そ

　
　
れ
ま
で
と
異
な
り
、
淡
々
と
コ
ト
ガ
ラ
の
み
記
述
し
、
未
だ
お
調
中
に
も
関

　
　
わ
ら
ず
、
「
此
甚
三
郎
お
仲
が
紛
転
も
始
め
淫
狼
に
生
ず
る
故
な
り
此
を
以

　
　
て
後
来
の
懲
戒
と
な
す
こ
そ
黒
け
れ
と
先
暫
く
は
筆
を
間
く
」
と
、
後
の
世

　
　
の
懲
し
め
と
す
る
旨
を
述
べ
て
、
無
理
矢
理
に
終
え
て
い
る
。

　
法
の
規
制
が
、
結
末
の
行
方
も
左
右
し
て
い
く
と
指
摘
す
る
。

　
　
　
こ
と
の
顛
末
は
裁
判
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
が
常
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
人
の
裁
き
は
あ
く
ま
で
裁
判
所
に
委
ね
る
し
か
な
く
、
物
語
が
実
事
件
を
扱

　
　
え
ば
扱
う
ほ
ど
に
、
旬
の
話
を
描
け
ば
描
く
ほ
ど
に
、
結
末
を
記
そ
う
に
も

　
　
裁
判
云
々
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
中
略
）

　
　
　
事
件
の
速
報
性
と
い
う
か
、
事
件
そ
の
も
の
の
行
方
ま
で
報
じ
る
こ
と

　
　
は
、
明
治
に
至
っ
て
新
た
に
み
い
だ
さ
れ
た
趣
向
で
あ
る
。
「
不
識
者
の
迷

　
　
ひ
」
を
も
た
ら
す
よ
う
な
記
述
で
は
な
く
、
実
事
を
元
に
記
述
す
る
な
か
に

　
　
活
路
を
見
い
だ
し
て
い
っ
た
の
が
黎
明
期
明
治
戯
作
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
法
の
網
が
制
定
さ
れ
、
施
行
さ
れ
、
改
定
さ
れ
て
い
く
な
か

　
　
で
、
明
治
戯
作
の
担
い
手
た
ち
は
、
ま
た
「
別
の
方
向
性
」
を
模
索
し
て
い

　
　
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
日
の
研
究
者
は
そ
の
作
品
の
出

　
　
来
の
み
を
を
み
て
評
価
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
う
と
し
か
書
け
な
か
っ
た
1

　
　
作
者
の
質
云
々
だ
け
で
語
り
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
皮
肉
に
も
「
江
戸
戯
作
の
復
権
」
が
云
わ
れ
る
。

　
　
　
江
戸
式
合
巻
が
壊
滅
に
出
し
て
い
た
明
治
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
か
け

　
　
て
、
皮
肉
に
も
出
版
界
は
江
戸
戯
作
復
活
の
機
運
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

　
　
た
。
そ
れ
は
活
版
に
よ
る
翻
刻
、
予
約
出
版
の
流
行
で
あ
る
。
木
版
式
合
巻

　
　
の
退
場
を
促
し
た
活
版
印
刷
の
進
出
が
、
一
方
で
は
馬
琴
の
読
本
や
春
水
の

　
　
人
情
本
を
貸
本
屋
の
ス
ト
ッ
ク
か
ら
解
放
し
、
大
量
生
産
に
よ
る
廉
価
版
の

　
　
普
及
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
復
活
ぶ
り
が
、
「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
明
治
期
刊
行
図
書
目
録
」
江
戸
戯

作
本
年
次
別
訴
で
、
や
は
り
そ
の
実
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る

　
　
　
『
小
説
神
髄
』
の
刊
行
さ
れ
た
明
治
一
八
年
置
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
時
代

　
　
の
潮
流
の
ま
っ
た
だ
中
だ
っ
た
わ
け
で
、
「
八
五
伝
」
は
こ
の
当
時
も
っ
と

　
　
も
読
ま
れ
た
作
品
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
豊
富
な
原
資
料
に
裏
打
ち
さ
れ
て
の
、
或
い
は
き
め
細
か
く
或
い
は
全
体
的

な
、
「
戯
作
」
に
関
す
る
山
本
論
文
の
鳥
鰍
図
は
圧
巻
で
あ
る
。
氏
自
身
「
見
取

り
図
を
引
い
て
み
よ
う
と
い
う
目
論
見
」
と
、
宣
言
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
な
お
、
氏
の
蔵
書
家
は
夙
に
有
名
で
、
自
宅
は
、
ナ
フ
タ
リ
ン
漬
け
の
江
戸
期

（
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
以
後
）
の
写
本
、
版
本
、
合
巻
で
埋
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
鈴
木
徳
男
の
、
〈
近
代
歌
学
の
出
発
i
　
竹
柏
園
と
博
文
館
〉
は
、
明
治
期
に

お
け
る
「
和
歌
」
と
「
和
歌
研
究
」
の
消
息
で
あ
る
。

　
昭
和
三
〇
年
の
「
和
歌
文
学
会
の
発
足
」
を
記
念
し
て
の
、
佐
佐
木
信
綱
の
講

演
録
か
ら
始
め
ら
れ
る
。

　
　
　
落
合
直
文
・
与
謝
野
寛
・
正
岡
子
規
の
三
人
の
思
い
出
を
順
に
述
べ
る
。

　
　
「
明
治
の
佳
い
時
代
」
「
同
じ
明
治
の
佳
き
明
治
人
」
と
語
り
始
め
、
講
演
の

　
　
最
後
に
も
「
自
分
が
親
し
く
交
は
る
こ
と
を
得
た
和
歌
革
新
運
動
の
三
密
の

　
　
思
ひ
出
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
語
っ
た
。
（
中
略
）

　
　
　
八
四
歳
の
信
綱
が
、
こ
の
と
き
回
顧
し
た
明
治
は
あ
く
ま
で
肯
定
的
に
価
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値
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
（
中
略
）

　
　
　
信
綱
を
め
ぐ
っ
て
近
代
の
歌
学
の
出
発
を
述
べ
な
が
ら
、
明
治
と
い
う
時

　
　
代
を
考
え
て
み
た
い
。
（
中
略
）

　
　
　
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
明
治
の
和
歌
革
新
運
動
は
、
信
綱
の
話
に

　
　
登
場
す
る
三
人
に
信
綱
自
身
を
含
め
た
、
こ
の
四
人
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ

　
　
た
。

な
お
、
竹
柏
園
は
、
佐
佐
木
信
綱
の
号
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
孫
に
あ
た
る
佐
佐
木
幸
綱
に
よ
る
「
「
佐
佐
木
信
綱
年
譜
」
に
よ
り
、

信
綱
の
出
自
と
、
明
治
一
〇
年
代
の
和
歌
の
消
息
が
た
ど
ら
れ
る
。
信
綱
の
父
・

弘
綱
は
、
幕
末
の
国
学
者
、
歌
人
で
あ
る
。

　
　
　
信
綱
は
幼
い
頃
か
ら
父
弘
綱
に
よ
る
歌
人
と
し
て
の
英
才
教
育
を
受
け

　
　
た
。
（
中
略
）

　
　
　
明
治
天
皇
は
和
歌
に
親
し
み
、
歴
代
の
う
ち
で
も
群
を
抜
い
て
多
作
で
あ

　
　
つ
た
。
そ
の
意
味
で
、
和
歌
の
あ
り
方
か
ら
維
新
の
一
面
を
さ
ぐ
る
べ
き
か

　
　
も
知
れ
な
い
。
（
中
略
）

　
　
　
少
な
く
と
も
明
治
初
期
・
中
期
の
歌
壇
は
、
古
今
集
を
媒
介
に
し
て
歌
を

　
　
天
皇
と
国
家
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
活
性
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
天
皇
に
対
す
る
信
綱
の
畏
敬
が
、
紹
介
さ
れ
る
。

　
　
　
例
え
ば
、
明
治
四
五
年
明
治
天
皇
が
東
京
帝
大
卒
業
式
に
臨
幸
、
明
治
三

　
　
八
年
か
ら
帝
大
講
師
を
勤
め
て
い
た
信
綱
は
万
葉
集
古
写
本
に
つ
い
て
言
上

　
　
す
る
。
（
中
略
）

　
　
　
ま
た
大
正
⊥
ハ
年
か
ら
＝
年
に
か
け
て
明
治
天
皇
御
集
の
編
纂
の
た
め
に

　
　
御
歌
所
寄
人
と
な
り
編
纂
部
の
委
員
と
し
て
御
集
を
完
成
さ
せ
る
。

　
続
い
て
、
明
治
二
〇
年
代
の
和
歌
の
消
息
が
た
ど
ら
れ
る
。

　
　
　
古
典
科
（
東
京
大
学
一
鳥
井
注
）
一
期
生
の
落
合
直
文
と
二
期
生
の
佐
佐

　
　
木
信
綱
の
一
身
は
、
信
綱
が
古
典
科
を
卒
業
し
た
明
治
二
一
年
八
月
の
こ
と

　
　
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
落
合
は
雑
誌
『
日
本
文
学
』
を
手
に
し
て
い
た
。

　
　
こ
の
雑
誌
は
同
じ
年
の
八
月
二
五
日
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
（
中
略
）

　
　
　
雑
誌
を
手
に
し
つ
つ
落
合
は
「
わ
が
国
文
学
を
興
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と

　
　
酒
々
と
述
べ
た
と
い
う
。

　
落
合
直
文
の
消
息
・
活
躍
が
、
紹
介
さ
れ
る
。

　
　
　
『
明
治
文
学
全
集
必
　
落
合
直
文
　
上
田
萬
年
　
芳
賀
矢
一
　
藤
岡
作
太

　
　
郎
集
』
の
「
解
題
」
で
久
松
潜
心
は
「
落
合
直
文
は
、
四
十
三
歳
の
若
さ

　
　
で
妓
し
た
の
で
、
詩
歌
、
文
章
、
国
文
学
、
教
育
界
と
多
方
面
に
わ
た
っ
て

　
　
活
躍
し
た
も
の
の
、
十
分
に
そ
の
業
績
を
全
う
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ

　
　
た
。
活
躍
し
た
の
は
明
治
二
十
年
代
が
最
盛
期
で
あ
っ
た
。

　
　
　
（
中
略
）
基
礎
的
な
面
に
お
い
て
果
し
た
歴
史
的
な
役
割
は
大
き
か
つ

　
　
た
」
と
論
じ
、
（
後
略
）

　
続
い
て
落
合
ら
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
、
近
代
に
お
け
る
古
典
文
学
の
最
初
の
整

備
で
あ
る
、
『
日
本
文
学
全
書
』
（
明
治
二
十
三
年
差
）
の
細
目
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
論
考
は
、
や
っ
と
『
日
本
歌
学
全
書
』
の
消
息
へ
と
至
る
。

　
　
　
佐
佐
木
弘
綱
・
信
綱
編
著
で
明
治
二
三
年
一
〇
月
二
八
日
か
ら
日
本
歌
学

　
　
全
書
の
出
版
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
叢
書
の
刊
行
を
信
綱
自
身
も
以
後
の
和
歌

　
　
（
歌
学
）
研
究
の
出
発
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
書
名
は
『
歌
学
全
書
』
で
あ
っ
た
。
「
歌
学
」
と
い
う
名
辞
へ
の
、
注
意
す
べ

き
指
摘
が
あ
る
。

　
　
　
「
歌
学
」
は
（
中
略
）
当
時
は
実
作
を
主
と
し
て
幅
の
広
い
意
味
を
含
ん

　
　
で
い
た
。
こ
の
叢
書
の
名
称
は
「
和
歌
文
学
」
の
意
味
で
用
い
た
も
の
で
あ
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ろ
う
。
後
述
の
「
は
し
が
き
」
に
も
実
作
に
資
す
る
目
的
が
う
か
が
え
る
。

　
続
け
て
、
「
勅
撰
集
（
い
わ
ゆ
る
八
代
集
）
・
私
家
集
・
歌
合
・
百
首
歌
・
私
撰

集
・
歌
学
書
と
い
う
和
歌
の
諸
分
野
を
網
羅
し
、
頭
注
の
形
で
簡
潔
な
注
を
施
し

た
全
文
を
翻
刻
掲
載
」
す
る
、
『
日
本
歌
学
全
書
』
全
一
二
冊
の
全
容
が
紹
介
、

検
討
さ
れ
る
。
『
歌
学
全
書
』
は
、
「
当
時
か
ら
教
育
現
場
に
も
普
及
し
、
ま
さ
し

く
歌
道
弘
布
実
現
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
」
と
、
そ
の
価
値
を
云
う
。

　
そ
の
「
歌
道
弘
布
実
現
」
の
具
体
と
し
て
、
鴎
外
の
ト
ピ
ッ
ク
が
挙
げ
ら
れ

る
。
小
島
憲
之
著
『
こ
と
ば
の
重
み
1
鴎
外
の
謎
を
解
く
漢
語
』
か
ら
、
次
の
引

用
が
あ
る
。

　
　
　
末
弟
森
潤
三
郎
の
著
に
な
る
『
鴎
外
森
林
太
郎
』
の
口
絵
に
珍
し
い
鴎
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ん
お
く

　
　
の
写
真
を
載
せ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
三
十
八
年
奉
天
の
野
戦
宿
舎
の
民
屋
で

　
　
写
し
た
も
の
で
、
か
た
わ
ら
の
粗
末
な
机
に
数
冊
の
本
。
そ
の
な
か
に
明
ら

　
　
か
に
『
万
葉
集
』
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
明
治
二
十
四
年
に

　
　
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
歌
学
全
書
』
所
収
の
万
葉
集
で
あ
る
（
後
略
）

　
あ
わ
せ
て
鈴
木
の
言
説
を
、
次
に
引
く
。

　
　
　
万
葉
集
の
み
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
出
征
の
は
な
む
け
と
し
て
贈
ら
れ

　
　
た
こ
の
三
冊
本
は
、
『
万
葉
集
』
の
活
字
化
さ
れ
た
本
と
し
て
最
初
の
、
過

　
　
大
に
い
え
ば
「
革
命
的
」
な
便
利
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
冊
本
な

　
　
ら
ば
、
軍
事
に
入
れ
て
携
帯
し
て
も
か
さ
ば
ら
ず
、
重
さ
に
し
て
も
い
ま
の

　
　
↓
キ
ロ
に
足
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
詩
嚢
の
種
と
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
」
は
、

　
　
ま
さ
し
く
叢
書
の
性
格
を
言
い
当
て
て
い
る
。

　
同
じ
く
『
歌
学
全
書
』
に
ま
つ
わ
る
、
正
岡
子
規
の
ト
ピ
ッ
ク
が
挙
げ
ら
れ

る
。
明
治
三
三
年
の
亡
父
弘
綱
の
十
年
号
に
、
子
規
は
「
世
の
中
に
歌
学
全
書
を

ひ
ろ
め
た
る
功
に
む
く
い
む
五
位
の
か
が
ふ
り
」
と
、
詠
じ
た
。
「
五
位
の
か
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ヰ
ノ
カ
ウ
ブ
リ

ふ
り
」
に
は
、
『
万
葉
集
』
巻
一
六
（
三
八
五
八
）
の
「
（
前
略
）
五
位
乃
冠
」

の
出
典
が
、
鈴
木
よ
り
注
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
日
本
歌
学
全
書
』
は
、
さ
ら
に
前
述
の
『
日
本
文
学
全
書
』
は
、
と
も
に
博

文
館
よ
り
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
昨
今
の
近
代
文
学
の
研
究
は
、
テ
ク
ス
ト
論
も
既

に
終
焉
し
、
そ
の
作
品
の
置
か
れ
た
出
版
状
況
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
る
学
会
傾
向

が
あ
る
。
果
し
て
中
世
文
学
の
研
究
者
で
あ
る
鈴
木
は
知
っ
て
か
知
ら
ぬ
か
、
出

版
状
況
の
詳
細
な
報
告
・
検
討
を
す
る
。

　
　
　
革
命
的
に
便
利
な
テ
キ
ス
ト
、
日
本
歌
学
全
書
を
刊
行
し
た
博
文
館
は

　
　
「
明
治
前
期
に
奇
蹟
的
に
出
現
し
た
出
版
界
の
巨
人
」
と
い
わ
れ
、
近
代
出

　
　
版
文
化
の
出
発
点
に
あ
た
る
。
前
述
の
信
綱
の
業
績
を
支
え
た
活
字
出
版
の

　
　
メ
デ
ィ
ア
、
博
文
館
の
意
義
を
考
え
て
み
る
。

　
そ
し
て
、
博
文
館
の
出
版
事
業
に
携
わ
っ
た
多
く
の
人
々
の
実
名
と
そ
の
動
向

が
逐
一
紹
介
さ
れ
、
明
治
前
期
に
お
け
る
国
文
学
と
博
文
館
の
内
的
関
わ
り
が
吟

味
さ
れ
る
が
、
も
は
や
紙
面
の
都
合
で
割
愛
す
る
。
た
だ
、
次
の
結
語
の
み
を
引

用
す
る
。

　
　
　
時
代
の
要
請
を
見
抜
い
て
出
現
し
つ
つ
あ
る
知
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
捉

　
　
え
て
間
口
の
広
い
編
集
、
有
用
な
人
物
を
数
多
く
社
会
に
提
供
し
た
。

　
　
　
（
中
略
）
明
治
期
に
お
け
る
博
文
館
を
成
功
に
導
い
た
当
事
者
た
ち
に
は

　
　
国
家
繁
栄
を
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
（
中
略
）
栄
光
の
明
治
は
、
日
本
歌
学
全
書
を
刊
行
し
た
博
文
館
の
出
版

　
　
事
業
に
も
見
て
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
そ
の
後
の
竹
柏
園
・
佐
佐
木
信
綱
の
歩
み
が
、
や
は
り
諸
氏
の
論
を

引
き
つ
っ
た
ど
ら
れ
、
や
っ
と
信
綱
の
全
体
像
が
鳥
瞼
さ
れ
る
に
至
る
。
コ
に

万
葉
学
の
樹
立
。
二
に
和
歌
・
歌
学
・
歌
謡
史
の
研
究
。
三
に
古
典
の
複
製
・
領
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布
」
で
あ
り
、
そ
の
内
実
が
逐
一
明
証
さ
れ
て
近
代
歌
学
の
文
学
史
が
構
築
さ
れ

る
が
、
こ
れ
も
鰯
愛
す
る
。

　
前
後
す
る
が
、
最
後
に
大
事
・
な
論
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
歌
人
と
歌
学
者
・

実
作
者
と
研
究
者
の
関
係
で
あ
る
。
上
田
三
四
二
の
「
歌
人
佐
佐
木
信
綱
」
の
、

次
の
一
文
が
引
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
氏
を
大
歌
入
と
呼
ん
で
い
い
か
ど
う
か
、
私
は
疑
う
。
け
れ
ど
も
、
氏
は

　
　
疑
い
も
な
く
大
学
者
だ
っ
た
。
（
中
略
）
と
は
言
え
、
氏
の
な
か
で
、
作
歌

　
　
と
学
問
は
別
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
そ
こ
に
、
わ
が
国
詩
歌
の
伝
統

　
　
の
正
嫡
を
み
る
お
も
い
が
す
る
。
学
と
識
と
を
兼
ね
備
え
て
、
い
ち
は
や
く
、

　
　
も
っ
と
も
め
ぐ
ま
れ
た
条
件
に
お
い
て
、
新
時
代
の
和
歌
二
親
に
樟
さ
し
た

　
　
氏
の
風
貌
を
み
る
思
い
が
す
る
。
そ
の
和
歌
一
千
年
の
正
統
を
つ
ぐ
氏
の
短

　
　
歌
が
、
顧
み
て
、
近
代
短
歌
の
正
統
と
な
り
得
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
理

　
　
由
を
一
言
で
い
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
近
代
以
後
の
短
歌
が
品
下
れ
る
も

　
　
の
に
な
り
終
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。
い
ま
、
子
規
の
俳
趣
向
短
歌
、
晶
子
の

　
　
少
女
短
歌
、
啄
木
の
書
生
短
歌
の
み
呼
び
ご
え
高
く
、
悠
悠
た
る
氏
の
八
十

　
　
年
に
お
よ
ぶ
難
業
の
高
風
を
、
わ
ず
か
に
そ
の
『
思
草
』
に
よ
せ
て
言
う
人

　
　
さ
え
稀
で
あ
る
。
明
治
は
そ
ん
な
邪
し
ま
な
時
代
だ
っ
た
。
が
、
お
よ
そ
邪

　
　
し
ま
な
も
の
の
禰
漫
を
許
さ
ぬ
新
時
代
と
い
う
も
の
は
な
く
、
ま
た
事
実
、

　
　
詩
歌
の
革
新
は
、
ほ
と
ん
ど
歌
学
の
何
た
る
か
を
わ
き
ま
え
ぬ
、
荒
々
し

　
　
い
、
一
途
な
も
の
の
手
に
よ
っ
て
な
し
遂
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
歌
学
一
千
年
の
、
伝
統
の
継
承
と
変
容
が
傭
鰍
さ
れ
る
。

　
鈴
木
論
文
も
、
膨
大
な
資
料
・
文
献
の
蒐
集
と
、
そ
の
長
い
引
用
と
、
そ
れ
へ

の
懇
切
な
解
説
が
解
り
易
く
説
得
的
で
あ
る
。
信
綱
を
申
軸
に
、
近
代
歌
学
の
文

学
史
が
、
改
め
て
整
理
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
嘉
戸
論
文
が
、
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
一
一
〇
枚
、
鈴
木
論
文
も
＝
○

枚
で
あ
る
。
鳥
井
論
文
、
山
本
論
文
は
八
○
枚
の
、
各
位
長
論
文
の
す
べ
て
書
き

下
ろ
し
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
、
新
幹
線
（
東
京
ま
で
の
〉
の
車
中
で
、
長
窪
の
論

文
の
「
校
正
」
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
と
云
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
贅

沢
な
、
し
か
し
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
主
催
の
「
明
治
の
精
神
硬
究
会
」
を

母
体
と
し
た
、
私
た
ち
相
愛
大
学
教
員
の
初
め
て
の
共
同
研
究
の
「
単
解
」
ゆ

え
、
私
た
ち
は
一
生
懸
命
で
あ
っ
た
と
云
え
る
だ
ろ
う
。
各
論
文
に
は
、
長
さ
ば

か
り
で
な
く
各
位
の
心
血
が
注
が
れ
て
い
る
。

　
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
「
人
問
は
万
物
の
尺
度
だ
」
と
云
っ
て
い
る
。
論
考
に
各
位

の
風
貌
が
垣
間
見
ら
れ
よ
う
。
果
せ
る
か
な
「
明
治
の
精
神
」
を
、
学
域
を
越
え

て
各
位
の
専
門
分
野
か
ら
執
筆
し
た
。
相
愛
大
学
の
、
そ
れ
を
可
能
せ
し
め
た

「
相
愛
の
精
神
」
（
学
の
基
底
と
豊
饒
）
を
思
う
。
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